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gri-eight とは？

素材は、プラスチックの一種ＰＶＣ＝塩化ビニール樹脂です。

ベトつかず、経年劣化が少ない素材です。

※自己消火性があり化石燃料の使用量も少なく、リサイクルできるエコ原料です。

塩ビ樹脂は、塩素原子を持つためそれ自体が難燃性に優れ、特に難燃剤を加える必要がありません。

たとえば着火温度は455℃と高く、簡単には着火しないため、火災の危険性が少ない素材です。



燃焼試験

左：「gri-eight」（PVC） 右：他社転倒防止用パッド

（エラストマー・シリコン・ジェル等の素材）

①同時に下から火を
つけます。

②gri-eightは着火点が

高く、煙が出るくらい
ですが、エラスマー・
シリコン・ジェル等の
科学薬品を含む素材は
はすぐに着火しました。

③火を止めた後、gri-eightは
すぐに煙が消えますが、エラ
ストマー・シリコン・ジェル
等の素材は、消化される事は
ありません。

※実験は特殊装置による自社実験結果です。（燃焼性UL510FR規格に基づく）



振動試験

gri-eight 【無】

gri-eight 【有】
◆振動を加えると棚が大きく揺さぶられ、数回傾いた後、転倒しました。

◆何度か振動を加えても若干の揺さぶりはあったものの大きく揺さぶられる事はありませんでした。

※弊社実験による

兵庫県南部地震波形再現結果に基づく

※兵庫県南部地震

震度階級6強・計測震度6.2

震度計最大加速度8.13ｍ/sec2

加振時間63.0秒

水平方向最大速度6.92ｍ/sec2

水平方向最大ＰＳＤ周波数1.4Ｈｚ

水平方向最大ＰＳＤ0.088(ｍ/sec)

2/Hz



比較表

主原料 塩化ビニル樹脂 ウレタンエラストマー・ジェル ポリウレタン・シリコン

難燃性 自己消火 非常に燃えやすい 燃えやすい

設置時 置くだけ べたつき・張り付き 拭き取り必要

耐久年数 15～30年 ５～７年 5年

耐荷重 ３kg～1000kg 100kg 750kg

適応温度 -10～+60℃ -20～+75℃ -20～+80℃

加工性 切って使える 不可 不可

再利用性 可能 不可 不可

NG製品 なし テフロン加工・は水性のもの なし

サイズ 90×90mm(厚さ6mm) 50×50mm(厚さ5mm) 200×400mm(厚さ5mm)

リサイクル 可能 不可 不可

gri-eight 他社製品Ａ 他社製品Ｂ
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特徴

①耐震性・・・突起形状により振動から商品を守る（免震＆ストッパー的役割）

高い摩擦係数による商品の滑り防止

(摩擦係数：鉄⇔合成ゴム0.79 / 鉄⇔gri-eight 1.25 ）

素材の特性により衝撃緩和や防音効果もある

②低コスト・・投資コストが安く、高いパフォーマンスが実現可能。

(同サイズのゴムと比較しても、価格は1/2 ～ 2/3程度)

③耐久性・・・経年劣化が少なく、長期間の使用が可能。

④難燃性・・・自己消火性があり、着火点温度が非常に高い。

⑤加工性・・・ 使用用途に合わせて、色々なサイズ・形にカット可能。

⑥環境性・・・国内初ＰＶＣ素材。不要になった時にもリサイクル可能。

⑦耐久温度・・マイナス10度～60度までの温度帯に使用できる。

⑧免震性・・・特殊な加工の柔軟性で揺れを抑制。

◆安心して使用できる「抗菌仕様」



使用方法

■対象物は「gri-eight」上に均等になる様に四隅にセットして下さい。

■長尺物、重心の高いものでのご使用の場合、倒れやすくなるため、上部分を固定することを推
奨致します。

■接地面が絨毯、カーペットの場合、本来の性能が発揮できない場合があります。

■接地面が平面でないラックなどの上ではご使用しないでください。

■対象物にキャスターが付いている場合、キャスター受皿などを使用し、対象物と

接地面の面積が広くなるようご使用下さい。

■直射日光の当たる場所、折った状態で保管しないでください。形状が変わる場合があります。

切断してご使用の場合

※突起物部分(ダンパー)を傷つけないようカット

して下さい。

※切断する際は手を切らないようにご注意下さい。



使用例

7

◆医療現場で高額精密機械の落下防止◆

◆オフィス内で事務機器の滑り・転倒抑制◆

◆東京タワー特別展望台の音響ラックに使用！◆



シリーズ

型 番 ＪＡＮコード サイズ 耐荷性 適応温度

ＧＥ９０ 4595643070016 90㎜×90㎜×４枚 500㎏ ‐10℃～60℃

ＧＥ１６５ 4595643070023 165㎜×185㎜ 1,000㎏ ‐10℃～60℃

ＧＥ１８０ 4595643070030 180㎜×220㎜ 1,000㎏ ‐10℃～60℃

ＧＥ２５０ 4595643070047 250㎜×300㎜ 1,000㎏ ‐10℃～60℃

ＧＥ３００ＢＫ 4595643070054 300㎜×300㎜ 1,000㎏ ‐10℃～60℃

ＧＥ３００ＷＨ 4595643070061 300㎜×300㎜ 1,000㎏ ‐10℃～60℃



日本で起こる地震（参考資料1）

わが国の陸地面積は地球全体の0.28％、領海を入れても0.6％を
占めるに過ぎないが、1994年から2003年までの間に世界で発
生したマグニチュード（Ｍ）6以上の地震の5分の１以上はわが国
で発生している。

今後30年の間にＭ7程度の首都直下地
震が起こる確率は70％（地震調査研
究推進本部）と言われており、首都直
下地震の切迫性が高まっている。

■日本で発生した地震の回数 ＜世界で発生したＭ６以上の地震回数＞
1994年～2003年

＜世界の地震分布とプレート＞1991～2001年、Ｍ5以上、100kmより浅い地震

地震は世界のどの地域でも発生するわけではなく、
プレートが衝突し沈み込みをおこす地域に集中して
発生している。わが国は環太平洋地震帯に位置し地
殻変動が激しく地震活動が活発。

■プレートと地震の関係

•東京都防災ホームページ 「都政のBCPの基本的な考え方」

•内閣府防災情報のページ 「我が国の地震対策の概要 我が国で発生する地震」

より引用



首都直下型地震の被害想定（参考資料2）

東京湾北部地震M7.3

冬夕方18時 風速15m/sを想定

■建物被害・人的被害

地震火災は二次災害の最も多い災害です

•内閣府防災情報のページ 「これまでの首都直下地震対策」より引用

首都直下型地震に係る被害想定において建物被害
の77％は火災で焼失すると発表されています。

企業の防災力向上を求められる中、どのように対
策をとりますか？

内閣府でも地震における火災対策として“不燃化”の

促進を推進しています。


